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１　Bill Dodds (2003), MANAGING CUSTOMER VALUE, UNIVERSITY PRESS OF AMERICA, pp.1-4.
２　同上，p.3.
３　同上，p.11 の図を元に文章化



















































































しかしながら，価値の便益とコストの分離の草分けは明らかに，価値工学（VE : Value Engi-
neering）である。価値工学（VE : Value Engineering）における価値の式は，簡単には，価値＝






















要素 1 要素 2 要素 n
要素 1 要素 2 要素 n
コスト 
（V＝F/C：Value = Function / Cost） 
９　James C. Anderson, James B. L. Thomson, Finn Wynstra (2000), “Combining value and price to make purchase deci-
sions in business market,” International Journal of Risearch in Marketing, 17, pp.307-329.
10 土屋裕他（1985）『おはなし VE』日本規格協会，土屋裕監修（1998）『新・ VEの基本【価値分析の考え方
と実践プロセス】』産能大学出版部。
11 Dodds (2003) , pp.4-6.














































































































































































出典 : Dodds (2003), p.9を元に作成 
詐　欺 高すぎ 適　正 
適　正 バーゲン 超お買い得 

















































知覚価値を上げるための原資 1 万円 新たな価格設定 5 万円 









































究室　訳）（Keller, Kevin Lane, STRATEGIC BRAND MANAGEMENT AND BEST PRACTICE IN BRANDING CAS-
ES, 2nd Edition, Prentice Hall, 2003.），p.134 のブランドマントラの作成自体もこの要素を明らかにすることと
同様であることを付記しておく。




























出典 : Dodds (2003), p.9を基に作成，ただし，縦軸を「提供品質と顧客サービス」から「便益」に変更 
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低 高 価格 
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20 日経ビジネス，2004 年 3 月 29 日号，p.181.
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消費者情報処理の観点から整理を行い，価値の定式化の分類・評価を行った。その上で，価値
向上戦略のための枠組みを提示することにより，知覚便益，知覚ライフサイクルコストの要素
整理の方向性を示し，ターゲットを定める枠組みも提示してきた。中心テーマは価値向上であ
るが，その中でも価格は重要な役割を担っている。この価値改善のプロセスを考慮した価格決
定，すなわち価値ベースの価格決定こそがこれからのプライシングの中心になることは間違い
ない。これらの具体的な実践のためには細かい問題点などまだ多く存在するが，大きな方向性
は示せたであろう。
従来より価格と価値の関係を扱った文献は多くなく，この領域自体がこれからの領域と言っ
ても過言ではない。実践を積み重ねて，さらなる理論の改善が必要である。
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